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急増する新規のシステム化ニーズに,膨大なソフトウェア資産を維持しながらこ

たえていくために,ソフトウェアの生産性向上が重大な課題となっている｡新日本

製織株式会社では,この課題を解決する手段としてEAGLEを導入した｡

システム部門でのソフトウェアの生産性を向上するには,システム開発･維持業

務の標準化と,開発環境の整備及び支援ツールの整備が重要である｡更に,これら

の連係を強化することによって効果を最大にすることが可能となる｡新日本製践株

式会社では,EAGLEの適用に伴い,標準化事項,開発環境及び支援ツールを抜本的

に見直した｡

その上で本社内業務の事務システムに適用した結果,開発業務とともに維持業務

の生産性向上を実現することができた｡

切 結 言

新日本製妄栽株式会社は社員約6万6,000人,9箇所の製鉄所,

粗鋼年産約3,000万tの世界長大の製鉄会社である｡主な製品

は鋼根,形鋼,線材,鋼管などで,普通鋼材から高級鋼まで

に及んでおり,これらの製品の製造f投売が主な営業活動であ

る｡更に,蓄積したエンジニアリング技術の事業分野も急速

に発展させるとともに,チタン,炭素繊維,シリコンウェ【

ハなどの総合素材メーか-を目指している｡

鉄鋼業は比較的早くからコンピュータを利用Lた業界であ

り,新日本製毒哉株式会社でも全体で約6,000万ステップもの膨

大な既存プログラムを抱えている｡このうち70～80%は生産

管理システムであり,無人化を志向する一方,複雑高度化す

る品質･工程管理への要求はますます強くなってきており,

今後も年間10%程度の増加が必要とも言われている1)｡更に,

近年は統合OA(OfficeAutomation)に代表されるオフィスシ

ステムに対する要求も強まり,開発が急がれているのが現状

である｡

増加する既存プログラムの保守を行ないながら,新規開発

要求を満たすため,新日本製葺哉株式会社では今までも標準の

整備,支援ツールの開発など,システム開発の生産性向上対

一策を着実に進めてきた｡加えて,19S4年1月からシステム開

発支援ソフトウェアEAGLE2)(Effective Approach to

Achieving High LevelSoftware Productivity)を適用し生

産性向上を図った3)｡

本稿では,生産性向上へのアプローチ,EAGLE適用に当た

っての考え方,適用事例と効果について概説する｡

日 生産性向上へのアプローチ

システム開発の生産性向上へグ)アプローチについては,次

の三つのカテゴリーで考えてきた｡

(1)エンドユーザー自身によるシステム開発

本社(新日本製≦栽株式会社)での事務部門には,エンドユー

ザーに自分でできることは一重力自分で開発してもらおうとい

うことを積極的に推進してきた｡このため,データを整備し

公開するとともに,エンドユーザー言語の充実と教育普及括
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動(ソフトウェアの充実),及び端末,磁気ディスク装置の強

化(ハードウェアの充実)を並行して実施してきた｡エンドユ

ーザー言語としては,EXCEED(Executive
Management

DecisionSupportSystem)を利用するとともに大量データ処

理用として自社製ソフトウェアを開発し,EXCEEDと連係す

る形態で利用者に提供している｡

(2)パッケージの利用

ソフトウェアパッケージの利用も積極的に進めてきた｡現

在の対象分野は,統計解析,数理計画の分野及び構造解析な

どのエンジニアリングの分野がほとんどであり,メインフレ

ームメーカーだけでなく ソフトウエアハウスからも購入して

きた｡既存のソフトウェアパッケージは,対象も限られてお

り,まだまだ不十分と思われる｡最近のOAの分野に見られる

ように,汎用化,パッケージ化が進むことによ-),流通が促

進され,利用範囲も拡大されることを期待してし-る｡Lかし,

ソフトウェアパッケージの中には,使用してみなければ機能

や性能が明確にならないものもあり,i充通の促進には,第三

者による客観的なパッケージの評価が必要と考えている｡

(3) システム部門の生産性向上

生産性向上にはシステム部門自身を効率化L,開発力を向

上させることが最も重要なことと認識している｡新日本製毒哉

株式会社では,従来から技法と手順(標準化),開発環境,開

発支援用ツールの整備を行なってきた｡今回,EAGLEの導入

を契機とし,技法･手順,環境,支援ツールを抜本的に見直

し,統合的な整備を行なった｡整備に当たっての基本的な考

え方は以下のとおりである｡

従来,システム開発･維持業務のほとんどを人手に依存し

てきた｡このため,情報システムの品質向上,低コスト化,

短納期化という目的を十分に達成することができなかった｡

この目的を達成するには,すべてを人間に依存する傾向かノブ,

人間と機才戒(コンピュータ)が調和したソフトウェア牛産形態

への脱皮が必要である｡すなわち,ソフトウェア牛産のCIM

(ComputerIntegratedManufacturing-コンピュータによる

統合イヒ生産)4)の確立が課堪である｡
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システム開発業務は,｢業務システム全体として,どのよう

な機能をもつべきかを考え決定する+側面と,｢コンピュータ

システムに要求される機能を具体化し実現する+側面から成

り立っている｡前者は人間が行なうべき業務であり,支援ツ

ールとしては,要求仕様定義言語,設計支援ツールなどが要

求される｡後者の中には,コンピュータの記憶,印刷,表示,

転記などの正確性･高速性を活用すべき作業が多く自動化の

可能な部分である｡例えば,ファイル設計の結果のプログラ

ムのデータ定義部への転記,ドキュメントの清書といった作

業である｡しかし,このような作業について,コンピュータ

により自動化するには,仕様書,プログラム,データ,作業

内容の標準化が前提となる｡

日 システム吾肝ヨの生産性向上施策

3.1標 準化

EAGLEの導入に先だって標準化の内容を抜本的に見直し

た｡見直しにより変更した内容を表1に示す｡以下,その概

要について述べる｡

(設備･エ程に属するもの)

SKO

DH-

CC-

(垂)-一世:司BUN

(物に属するもの)

材料 チャージ

スラブ

S+

機械試験

長尺S+

とりペ

SUN

BD-

CHO

JD+

モールド成分

最 終 吹 止

スラブ成分

引張り

曲 げ

撃

サルファー

介在物

CHG

SKN

TS-

MSE

lV-

SPR

KAl

KOT

ZEN

GEN

JKO

YRD

CF-

ATU

CD-

せん断

ガ ス

U S T

プレス

塗 装

手

電

入

溶

熱処理

(管理に属するもの)

SHR

GAS

UST

PRS

SO一

丁EI

DEN

NET

TYU

HJN

B[)M

HIN

WUN

KNO

SIK

検

A

コ言

フl::

_巳_

生産計上

整仕積出月時表吹理訳出報RIK

KEN

SEK

SER

SWA

TUM

SYK

[コ望王_

†
データ辞書(項目定義)
の略称(3けた)である(

図l データ項目体系の例 新日本製忘我株式会社でのアプリケ【ション

でのデータ項目体系の例を示す.ニ データ項目名称を標準化する上で,EAGL巨

のデータ辞書が有効にン舌用できる｡.

36

(1)機械化の範囲を製作工程から設計工程へ拡大するととも

に,その効果を大きくするため,標準化と支援ツールの連係

強化を図る｡

(2)機械化と連係したネーミング体系とする｡特に,データ

辞書(ディクショナリ)を活用したデ山夕項目名称の標準化が

重要である｡図1にデータ項目体系の例を示す｡

(3)標準ドキュメントとしてEAGLEの自動作成ドキュメント

を採用する｡

(4)プログラムの再利用を促進するため,プログラムの基本

要素となる標準パターン,部品を整備する｡新日本製毒栽株式

会社では,プログラムの基本要素を図2に示す体系のもとで整

備を実施している｡各基本要素の定義と具体例を表2に示す｡

(5)構造化プログラミングのためのプログラミング標準を設

定する｡これによりソースプログラムからのPAD(Problem

Analysis Diagram)図自動作成が可能となり,製作段階での

仕様書作成の効率化と維持の効率化を図る｡

表l 標準化の内容とEAGLEの導入による変更 EAGLEの導入に

伴い,標準化の内容がEAGLEの機能と適合するよう見直Lている｡

注:略語説明 PAD(Problem AnalysLS Diagram)

ADCAS(Auto Do(ユリrnenlat10n Ald System)
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以上の各種標準化は全社に適用され,EAGLEの導入ととも

に定着化しつつある｡

3.2 開発環境の整備

開発環境の整備として,第一にテスト環j境の充実,第二に

端末などリソースの強化を図っている｡

(1)テスト環境の充実

使いやすく,しかもコンピュータ効率の良いテスト環境を指

向している｡テストデータの作成などで対話処理を積極的に利

用する一方,バッチ処理のもつコンピュータ効率の良さ,テス

ト結果の検証のしやすさを生かすテストシステムを構築した｡

(2)端末などリソースの強化

対話処理用としての開発専用端末の充実とともに,他のオ

ンライ ンシステム用端末もVTAM(Virtual Telecom-

municatiolュSAccessMethod)接続により開発用としても使用

可能にLた｡更に,バッチジョブ起動用端末,フロ､ノピーデ

ィスク入出力装置,i英字ラインプリンタ,進捗把掘用端末を

計算機室外に設置し,システム開発の担当者が直接操作でき

る環境としている｡

3.3 EAGJEの導入と支援ツールの拡充

新日本製孟哉株式会社での開発工程標準と支援ツールの関係

を表3に示す｡現時点では,機構設計(コンピュータ処理設計)

から維持までの工程をサポートしている｡EAGLEの導入に当

た-)基本的には提供機能をそのまま利用する方針である｡そ

のためEAGLEを中核とし,新日本製毒哉株式会社社内標準の確

立のため自社製ソフトウェアを開発し,一部補完する形態で

利用している｡i欠に,三つの代表的な自社製ソフトウェアに

ついてその概要を述べる｡

(1)操作フグイドとしてのメニューの強化

新日本製毒哉株式会社では,HITAC以外のコンピュータを傾

用している事業所もある｡全社標準を確立するには,マンマ

シンインタフェースの統一を行なう必要があった｡また,既

にサポート済みグ)支援ツールをもメニューに組み込む必要が

あったこと,操作範囲の限定によるセキュりティの強化,利

用手順の明確化による導入教育の簡易化が必要であった｡こ

れらの理由から新日本製≦裁株式会社標準のメニューを開発し

た｡メニューの体系を図3に示す｡設計,製作,維持,作業

管理などの職能別に作業内容を整理している｡

(2)プログラム部品の生成

プログラムの自動生成比率を高めるため,プログラム部品
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表2 プログラム基本要素の定義と具体例 プログラムの基本要素

を六つに分筆頁L,二の分特に従って標準パターンや部品を整備Lている‥

基 本要 素 定 義 具 体 例

基業

業務処王里部品

二つ以上のプログラムで ノ令間圧延システム
本務

要処
構成された業務を,全体 調質圧延命令発行処王里

素王里 として標準イヒしたもの 業務

情

報

処

玉里

基

本

要

素

汎用プログラム

標準パターン

プログラム単位で標準化

され,パラメータの指示

だけで処王里可能な70ログ

ラム

ソート･マージ,

各種ユーティリティ

RESPONS

(エンドユーザー言語,新日

木製喜戟株式会社自社製)

プログラムの制御構造を オンラインデータ′く一ス

標準化Lたパターン 更新用パターン

汎用部品
複数のアプリケーション

でイ吏用可能な部品

日数計算,テ▼ブル登三緑･

修正,内部ソート,けた

移動,データ変換,英･

数字上下限チェックなど

約100種

機能部品
同種のアプリケーション 生寸)去のミリ換算,重量

の機能を標準化Lた部品 計算,通板所要時間計算

ファイル及び入出力デー

タフオーマット画面メ

ッセージフォーマット

フォーマット定義
イ重用するデータのフォー

マットを定義Lたもの

注:略語説明 RESPONS(Reportlng Syster†1Prompt Output of N■PPOrlSteel)

の生成ツールを開発した｡標準パターンほ,プログラムの典

型的な制御構造を標準化したものであり,同様に,処理ロジ

ックにつし､てもデータチェック,編集などの典型的なパター

ンが存在する｡本ツールは,処理パターンをあらかじめ用意

し,データ(レコード)単位のプログラム部品を生成するもの

である｡ツールの概要を図4に治って説明すると,インプッ

トは設計仕様書であり,レコード仕様書の特記欄(新日本製壬栽

株式会社ではレコード仕様書を拡張して使用中)にチェック条

件,編集条件を記述する｡主な機能はi欠のとおりである｡

(a)計算式ロジック(条件式,項目移動,計算式の組合せ)

の生成

(b)データ項目チェックロジックの生成

(c)利用者の定義した基本命令形に従ったロジックの生成

(d)設計仕様書(条件書)の自動作成

(3)プログラム品質の定量的把握

プログラム品質を定量的に把手屋するために,テストカバレ

ージモニタを活用している｡更に,テスト結果をビジュアル

化することを目的として,テストカバレージとコンパイルリ

ストを結合するソフトウェアを開発した｡

表3 開発工程標準と支援ツール 現時点での支援ツールは,機構設計(コンピュータ処理設計)から維持までの工程をサポートLている′.支援ツールは,

EAGJEと自社製ソフトウエアで構成される｡

事 前検討

設計(芸芸)製作(賃ごち･･≡ニ芸)
一貫テスト 維 持

作 業 内 容

開発支援ツール

l.ユーザーニーズの検討

2.現状調査分析

3.業務棟能の設定

4.コンピュータシステム基

本案作成

5.推進体制,要員,スケジ

ュールの確定

l.業務処理内容のン夫定

2.コンピュータ処王里設計

･入出力設計

･画面帳票設計

･ファイル設計

･プログラム構成

･リソース性能設計

l.プログラム機構設計

2.プログラム仕様書作成

3.プログラム製作

･コーディ ング

･単体テスト

l.機能検証

2.性能検証

3.運用･書栄作の確認

2.用語辞書

3.データ項目定義

4.レコード定義

5.コ】ド･テーブル定義

6.画面設計

7.

8

9.

帳票設計

データベース定義

パターン･部品の登言責

10.プログラム仕様書登毒責

Il.半完成プログラム生成

12.ステートメント生成

13.プログラム製作システム

14.ドキュメント

l.メニュー画面

14.ドキュメント

15.ディクショナリ

改 造

● エン′ノ＼ンス

･トラブル対策

14.ドキュメント

15.ディクショナリ
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開発維持支援メニュー

設 計

データ項目定義

レコード定義
データベース定
義

画面･帳票設計

プログラム生成

ドキュメント作
成

製 作

●プログラム修正

●コンパイル,リ

ンケージ

●プログラムテス
ト

●完了データ入力

維 持 作業管理

●ドキュメント作 ●作業実績データ
成 管理

●ディクショナリ

●クロスリファレ
ンス

開始･終了
処 理

●業務名,氏名入
力

●課金情報表示

図3 新日本製織株式会社開発維持支援メニューの体系 新日本

製言戴株式会社の開発工程.作業内容に合わせて,開発維持支援システムのメニ

ューを作成している｡

(工程)

データ辞書

(項目定義)

レコード定義

レコード仕様書

パ百目条件＼
A

＼冒

=SPACE

10■20ノ

/
抽
に
止
一
■
L

一
設計仕様書

(条件書)

プログラム部品の生成

●条件の入力

●ロジックの生成

●設計仕様書(条件書)作成

●ソースの出力

生成された

部品のソース

基本原型部品

設

計

工

程

製

作

工

程

図4 プログラム部品の生成 設計仕様書(条件書)から,データ項目

チェックロジック,計算式ロジックなどのプログラム部品を生成するツール(新

日本製壬或株式会社自社製)である｡

【】 適用例と効果

1984年1月からEAGLEの使用を開始した｡以下にEAGLE

の適用例とその効果について述べる｡

4.1適用したアプリケーション

適用したアプリケーションは,本社内業務を対象とした事

務システムであり,最初のEAGLE適用プロジェクトである｡

言語はCOBOL,DB/DC(DataBase/DataCommunication)

ソフトウェアはADM(AdaptableDataManager)を使用して

いる｡開発規模は,210キロプログラムステップ,49画面,85

バッチ帳票である｡

4.2 適用に当たっての留意点

?欠の点を事前に徹底した上で開発に着手した｡

(1)設計を標準化し,製作及びテストの負荷を軽i成するため

標準パターン･部品化を推進する｡まず,データベースアク
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セスの分類(更新,問合せ,削除,……)によりプログラム(モ

ジュール)を標準パターン化する｡また,端末操作手順,画面

応答の標準化により部品化(機能部品)する｡

(2)ドキュメント作成工数の軽減,維持の効率化を実現する

ため,機械出力ドキュメントのi舌用を徹底する｡

4.3 適用効果

このアプリケーションシステムの開発工数は220人月(シス

テムエンジニア179人月,プログラマ41人月)であった｡これ

によr),生産性向上効果を試算すると,

(1)プログラム製作工程:1.5-2.5倍

(2)設計からテストまでの全工程:1.2～1.4倍

となる｡効果に幅があるのは,標準パターン,部品の適用率

により生産性が変動することによる｡

一方,定性的な効果としては?欠の結果が得られた｡

(1)ネーミング,コーディングルールなど各種標準化が更に

強化された｡これは後述の;牡持段階での効果を発揮させるこ

とになる｡

(2)メニューの強化により,教育負荷の軽減,セキュリティ

の強化が図られた｡

(3)標準パターン,部品の再利用により,テストの効率化,

品質の向上が実現した｡

(4)画面,帳票設計では,製作工程から設計工程への定義作

業の前倒しが実現した｡ユーザーとのイメージ確定が早期に

実現できるようになり,変更,手戻りが少なくなるといった

78ロトタイピング技術が確立した｡

更に維持段階では,

(5)製作段階で標準化が徹底されたことにより,維持が容易

になった｡

(6)データ辞書(ディクショナリ),各種ドキュメントの機械

出力により,維持の効率向上が図られた｡

効果をまとめると,開発段階の採算性を確保すると同時に,

維持の効率化を開発段ド皆で作り込むことができた｡

61 結 言

新日本製ま哉株式会社では,EAGLEを中心とする支援ツール

と連係した標準化,開発環境の整備により今回の生産性向上

を実現した｡しかし,現在,支援対象は製作工程が主であl),

今後は更に前工程への拡大が必要と考えている｡このように

システム開発･維持業務の生産性向上は,システム部門の永

遠のテーマであろう｡このためにメーカーは,今後ワークーヾ

ンチなど更に強力な支援システムを充実させる必要がある｡

近年,分散処理技術の向上とともにAI(ArtificialIntel-

1igence)の応用技術が蓄積されつつあり,両者が結びつくこと

による飛躍的な生産性向上が期待できる｡一方,ユーザーは,

標準パターン･部品化など標準化のいっそうの強化とアプリ

ケーション間発のノウハウ蓄積が必要である｡メーカー,ユ

ーザーが協力し合うことにより,更に効率的な開発･維持支

援システムの構築を実現していきたい｡
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